
令和 6年 9月 13日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名・・・医療法人 仁風会 雲陽の里 

サービス種類・・・認知症対応型共同生活介護事業所 

会議開催日・・・令和 6年 9月 10日 

開催場所・・・雲陽の里 

出席者 

事業所           1 人 利用者            人 

利用者家族       地域代表者   1 人 

松江市職員  包括支援センター 1 人 

知見を有する者  その他（    ）     人 

 

活動状況報告 

1） 入所状況について 

・現在入所者 8名、1名を選考中。 

2） 生活状況・活動報告 

 ◎7／26 ビフレにて市内作業所による物品販売会あり、買い物に行く。 

 ◎7月法人研修「災害発生時の初動対応」職員参加 

 ◎7月法人研修「虐待防止」職員全員参加 

3）・インシデント及び事故報告（11件）内容と対策について報告。 

  6 月に入所された方に関して車椅子の使用に慣れていない事や玄関から出かけようとする内容

が多かったが、少しずつ傾向がわかってきたので注意していきたいと思う。 

  調剤に関しては薬局に現物を確認してもらい連絡をしている。 

４）身体拘束等虐待に関する報告について 

 ・該当する事案はない 

 

意見交換 

事）法人内の物品販売会への買い物については、職員側は午後の茶口を買いに行ければいい程度に

考えていたが、特に女性には好評でドーナツに行きつくまでの入口にあったペーパークラフト

から買い物が始まり、ドーナツの隣にあったクッキーまで買いたいと普段にない意欲的な面が

みられて良かったと思うが、とても暑かったので疲れる方もありその点では大変だった。 

包）自分も当日出かけている、色々な物がありにぎやかな様子だった。施設からも買い物に行けた

のは良かったと思う。気分転換にもなる。 

事）施設の食堂側の川の対岸に水道関係工事の為の仮設現場事務所が出来ており食堂のカーテンを

すべて開けると施設内の様子が丸見えになる、個人を特定される事も可能性として考えられる



ので網戸以外はレースカーテンを引き、目隠し対策をするよう母体法人から指示があった。 

  今は仮設事務所だが、宅地開発が始まる予定があるとも聞いているので恒久的に対策をする必

要がある。但し、入居の方にとって生活に必要な要素として外の眺めは確保したいと考えてい

る。 

地）確かに不用意に個人が特定される事が無いような配慮は必要だと思う。中からは見えても外か

らは見えない窓用のシートがあると思うので検討してはどうか。 

事）ホームセンター等にありそうなので確認してみたいと思う。 

事）6 月に入居された方についてインシデントが多いが施設の様子に慣れたためか玄関から外に出

ようとされる事が増えている。 

包）先ほども職員さんが上手に声がけをして呼び戻しているようだった。 

事）気候が良ければ職員が同行してしばらく外を車いすで移動して帰られるが、エントランスから

出ると少し勾配があるため勢いが付いたり溝蓋の穴に車輪がはまったりするので転倒のリスク

があり一人で出られないよう気をつけている。 

地）まだ外は暑いので体調にも注意をしなければならない。 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価をうけることができたか  

□要望・助言等を受ける機会を設けたか  

 


